




法科大学院が創設 され5年を経 ようとするいま,法科大学院を取 り巻 く状況はとても尋常 とは思
えない｡われわれの記憶にとどめてお くべ き事実はい くつかある｡当初 7-8割 とされた新司法試
験の合格者の割合が年々減少 し,すでに3割を割ろうとしている｡これに対 して,当初の計画であ
る毎年 3千人の新たな法曹増員の目標に対 して,既存法曹の職業利害をむきだLにした強い反対に























大学院にとって最 も重要な社会 との結節点 といわねばならない｡いいたいことは,要するに法科大
学院の存在価値を決めるものは,この ｢公共性の空間｣のなかで,社会 との相互性の営みを通 して,
法曹 としてあるべ き資質を備えた人材を送 り出しているかどうかにあるとい うことである｡
ロージャーナル創刊の辞
い うまで もな く,｢神奈川 ロージャーナル｣ もこのような理念のなかで実践 される営みにはかな
らない｡学生 と教員が対等の立場で編集に当た り,執筆者は教員に限られず,学生,卒業生,社会
の様々な人々に開かれたものとして運営 される｡つまり,社会 との相互作用 をとお して,社会から
学び,社会に発信 し,司法制度改革のめざす ｢公共性の空間｣を創造するもの として,われわれは
｢神奈川 ロージャーナル｣を創刊 したのである｡
